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研究成果の概要（和文）：ウィリアムズ症候群疾患者の言語能力を研究対象とした本研究では、

音韻処理・生成能力の可塑性の高さと他の認知能力からの自律性を確認した。日本語の単語反

転能力を持つ当疾患者から収集した文字不介入のラドリング（言葉遊戯）のデータから、促音

と長母音の構造はレキシコンでは同一の構造をしていることを示し、「浮遊モーラ」を音韻論の

新概念として提唱することにより、双方の構造を長音の構造として統一・融合させた。本研究

は、非定型性言語に関して、その言語学的意味を啓蒙し、新たな言語学研究分野として開拓す

ることに貢献した。

研究成果の概要（英文）：This research has presented evidence for the neuroplasticity and
autonomousnature of competence in processing and generatingphonological units in
Williams syndrome. Basedon orthography-free phonological data obtained from the
subject’s performance in backward ludling (a word-reversing language game), this
research has shown that geminates and long vowels share acommon lexical structure. To
unify the structures of the two longsegments, it introduced a new concept of ‘floating
mora’ in phonological theory. Thisresearch has contributed to raising awareness about
the linguistic relevance of atypical language, which in itself warrants proper
linguisticinvestigation.
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１．研究開始当初の背景
プラーグ学派のTrubetskoy (1969) により、

音節に重さ(syllable weight)を与える単位
としてモーラ(mora)が規定され、1 モーラか
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ら成るものが軽音節、２モーラから成るもの
が重音節と定義されて以来、モーラと音節を
巡る検証は現在に至るまで通言語的に展開
されてきた。日本語にモーラが存在すること
は Block (1950) 以来早くから指摘され、Ito
&Mester (1995), Katada (1990), Kubozono
(1989), Otake et al. (1993), Poser (1990)
等で様々な証拠とともに論じられてきた。し
かし、音節との弁別性については曖昧で、音
韻単位としてのモーラの自律性は確立され
てはいない。また、従来の日本語の音韻分析
にはモーラ単位と一致する仮名文字が介入
している可能性が否めず、モーラを論ずる際
の障壁となってきた。モーラの音節からの自
律性を確立しようとした Katada (1990)も、
生成音韻論の分野でよく引用されてきたも
のの（Bagemihl 1995, Broselow 1995, Ito &
Mester 1995, Hayes 1995, Hyman 2007, Inaba
1997, Otake et al. 1993 等)、証拠として取
り上げた‘しりとり遊び’のデータから仮名
文字の影響を完全に否定する科学的根拠の
提示が難しいという課題があった。識字教育
が幼児期から浸透している日本語圏におい
ては、文字の介入しない純粋な音韻データの
入手は通常の環境では非常に困難であった。
一方、連続性と秩序性の観点から、人間の

運動リズムは音声言語や音楽も含めて１つ
の中枢神経で処理されているという説
(Allen 1975, Lehiste 1977, Dauer 1983) が
台頭した。世界の言語のリズムの類型（スト
レス型（例：英語）、シラブル型（例：フラ
ンス語）、モーラ型（例：日本語））を貫く
共通単位として、河野（2001; 2007）はすべ
ての音節が収まる時間副（330ms）を提唱し、
これは上村（1997）が神経学的な裏付けから
提唱した拍(beat)と一致する。拍は通常の発
話活動ではモーラ２つ分に相当するとされ
る。河野はさらに人間に共通した直接記憶分
量 と し て の 知 覚 ・ 発 話 意 味 単 位 PSU
(Perceptual/Productive Sense Unit) がビ
ート数 7±2 から成っていることを示した。
これはMiller (1956) が短期記憶の容量とし
て提示した数値と一致する。しかし、音素、
音節、モーラとの関わりを含めた言語の旋律
(melody)から PSUに至るまでの韻律の統括的
な構造は明確に提示されてはいなかった。
本研究の主な被験者であるウィリアムズ

症候群とは、7番染色体の長腕(7q11.23)から
28 前後の遺伝子（とりわけエラスチン遺伝子）
が欠損して発症する隣接遺伝子症候群のこ
とで、その頻度は最新の報告で出生約 7,500
人に１人とされている。知的障害（平均 IQ:
58)を伴い、協調運動や視空間認知、また数
学的概念の理解を極端に苦手とする一方で、
優れた音感と言語表出能力を持ち、他者への
共感性が高いことが特徴とされている。ウィ
リアムズ症候群(以下、ＷＳ症候群とする)が

初めて医学界で認知されたのは 1960 年代初
頭 のことで(Williams et al. 1961, Beuren
et al. 1962)、近年注目が集まり始めたとは
いえ、研究の歴史は長くはない。当疾患の医
学的、臨床的、認知的研究は米国が秀でてい
るものの、言語の研究に関しては認知能力と
いう広い範疇で扱われてきた(Bellugi et al.
1988; 1994, Hsu &Karmiloff-Smith 2008,
Sitcovsky et al. 2008 等)。Lenhoff et al.
(2001) で紹介された事例研究では、WS 疾患
者にはほぼ完全に近い絶対音感が備わって
おり、絶対音感習得の臨界期、ひいては言語
習得の臨界期が延長されているという見解
が示され、当疾患への注目度を向上させたが、
言語の構造に特化した研究は皆無に等しか
った。日本においては脳神経科学分野での研
究はあるものの (Nakamura et al. 2001; 中
村 2007; Masataka 2001 等)、認知一般に関
する研究も、言語に特化した研究も萌芽期以
前の状態にあった。

２．研究の目的
本研究は次の 10 項目を主要な目的として

遂行した。
(1) WS 症候群疾患者(日本語の母語話者)

に観察された単語反転ラドリング(ludling =
Latin ludus‘game’+lingua‘language’)
を体系的な実験に発展させる。（単語反転ラ
ドリングとは、聞き取った単語を瞬時に口頭
で反転する逆さ言葉のことである。）
(2) 文字不介入の音韻データを発掘する。
(3) 従来の音節とモーラとで扱いに差が

生じる長母音、促音、撥音、二重母音を中心
に分析し、日本語リズムの基層にあるモーラ
の自律性（従来の音節との弁別性）を確立す
る。また、旋律(melody)から知覚・発話意味
単位(PSU)にいたる韻律の構造を描写する。
(4) 単語反転ラドリングが WS 症候群疾患

者に一般的な生成能力であるかどうかを検
証する。
(5) 言語能力のモジュール性と音韻処理

能力との間の相関性を検証する。
(6) 単語反転ラドリングに未経験の被験

者に対してはラドリングの習得性をみる実
験を行ない、知能(IQ)と(疑似)言語生成シス
テム（コンピュータシステム）の可塑性との
間に相関性があるか否かを検証する。
(7) 言語リズム型認知反復能力を検証す

る。
(8) 歩行開始年齢と始語年齢の相関性を

検証する。
(9) 無文字絵本から口頭で物語を作成す

る能力を検証し、ラドリング能力との間の相
関性を検証する。
(10) 通常の環境では観察され得ない非定

型性言語(atypical language)が、定型性言



語(typical language)の構造の解明に大きな
役割を果たすことを示し、言語学研究におけ
る非定型性言語の位置を確立する。

３．研究の方法
(1) 単語反転ラドリング実験に使用する単

語を音韻論に基ずいて精査し、実験用語
彙リストを作成した後、対面式で被験者
に反転の支持を与えて語彙を聞かせ、反
応を記録した。

(2) 言語リズムの認知反復能力と無文字絵
本に基ずく物語創出能力についても、同
様に一対一の対面式で実験を行なった。

(3) 歩行開始年齢と始語年齢の相関性の検
証では、約 100 名の保護者への口頭イン
タビューを実施した。

尚、本研究は、WS 症候群にまつわる基礎知
識を持って臨むことが重要であり、米国ウィ
リアムズ症候群協会(WSA)が毎年７月と 8 月
にミシガン州にて主催する Music Therapy
Camp (6 才～12 才対象）と Music Enrichment
Camp（13 才～30 才対象）にキャンプカウン
セラーとして参加し、100 名以上の当疾患者
と生活を共にする中で、被験者とその保護者、
及びキャンプに携わるスタッフ（レクリエー
ションセラピスト、医師、看護師、音楽指導
スタッフ、ボランティア、ＷＳ症候群の研究
者等）との信頼関係を築き、連携して遂行し
た。米国 WSA は研究協力実績も豊富であり、
日本の WS 症候群疾患者とその保護者とのつ
ながりもあることから、日米において研究に
対する理解を無理なく得ることができた。尚、
本研究課題は学際的要素を多分に含んでお
り、新たな研究課題や方向性が現れる可能性
も大とみて、本課題に特化する研究期間を３
年間とした。

４．研究成果
(1)【単語反転ラドリング実験結果】
① 単語反転ラドリング能力のあるＷＳ症

候群疾患者のケース(日本男子, IQ:38)を確
認した。識字力は弱く、反応時間は[RT(41 ms,
957 ms); mean = 323 ms]であった。従って、
当ラドリングは文字知識の介入の余地のな
い感覚記憶から繰り出される純粋な音韻デ
ータを提供していると結論した。

② 単語を構成するモーラ数(x)と反応時
間(y)の相関関係は[ρ(x, y) = -0.0623]
であった。やや負に傾いた０に近い値を示
していることから、単語の長短と処理の困
難度には直接の関連性はないと考えられる。

③ インプットが軽音節(CV)のみから構成
されるデータに加えて、撥音(N)、二重母音

(ViVj)、長母音(ViVi)、促音(CiCi)を含む有意
味語と無意味語のデータを中心に分析し、日
本語のモーラ節は音節からは自律した単位
であることを確認した。データの抜粋は以下
の通りである。

＜軽音節(CV)のみから構成されるデータ＞
a. [burajiru]  [rujirabu]
b. [tebukuro]  [rokubute]
c. [kugano]  [nogaku]
d. [senatomiya]  [yamitonase]

＜撥音(N)を含むデータ＞
a. [saNma]  [maNsa]
b. [yukioNna]  [naNokiyu]
c. [koNnyaku]  [kunyaNko]
d. [šiNbuN]  [u.bu.N.ši] 

＜二重母音(ViVj)を含むデータ＞
a. [furuike]  [keirufu]
b. [taihaN]  [uhaita]
c. [kao]  [oka]
d. [haNtai]  [itaNha]

＜長母音(ViVi)を含むデータ＞
a. [teepu]  [puute]
b. [doobutsu]  [tsubuudo]
c. [tebagyooza(a)]  [zaagyobate(e)]
d. [yoosuke]  [kesuiyo]*
e. [kooeN]  [ueNko]*

＜促音(CiCi)を含むデータ＞
a. [happa]  [pahha]
b. [kitte]  [tekki]
c. [gakkoo]  [ugokka]*
d. [yappari]  [ripaaya]*

④ 以上のようなデータを精査・分析した
結果、‘浮遊モーラ’(floating mora）を音
韻論における新概念として導入した。浮遊モ
ーラは、音のメロディー材料が深層構造で
は決定しておらず、表層構造にて前後のメ
ロディー材料が左右どちらかの方向から拡
散して充足される。
促音と長母音は浮遊モーラを共有してお

り、両者の構造は‘長音’の構造として統一
される。長母音はメロディー材料の左から右
方向への拡散(rightward spread)によって決
定され、促音は右から左方向への拡散
(leftward spread)によって決定される。
その根拠として、予測から逸脱した一見

不規則なアウトプット（例：上記*の付され
たデータ）は、促音又は撥音と長母音の交
替現象に集中していることがあげられる。
このような不規則的なアウトプットは、偶
発的な間違いとしてではなく、浮遊モーラ
の存在によって説明される。特に促音と長



母音の交替現象は、音のメロディー材料の
拡散の方向性の間違いによるものであり、
浮遊モーラの存在を支持するものであると
の説明が成立する。
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(2)【言語リズム型認知・反復能力の検証】
三タイプのリズム型言語（ストレス型、シラ
ブル型、モーラ型）の言語音を被験者に聞か
せ、反応と反復能力を記録した。リズム型の
タイプに関わらず、被験者にとって馴染みの
ある言語音により高い集中力が発揮される
ことを観察した。未知の言語の中では、モー
ラ型言語音の反復が良好であった。また、十
代の被験者より二十代の被験者の反応が良
好であったが、言語習得の臨界説に関する示
唆を得るまでには至らなかった。

(3)【物語創出能力の検証】

Mayer (1969)の無文字絵本を用いて被験者の

物語創出能力を検証した。WS疾患者は高い能

力を示すことが報告されている (Lenhoff et

al. 2001)。本研究では、これに反する結果で

はないものの、物語の全体像を把握する力に

ばらつきがみられ、知的障害の度合いや生活

体験度の尺度となる年齢等の変数を精査した

検証が必要と思われる。

(4)【歩行開始年齢と始語年齢の相関性】

WS疾患児においては、始語が著しく遅れるも

のの、直後に語彙爆発に相当する現象がみら

れ、定型発達の語彙習得過程からは逸脱した

語彙習得過程を示すことが報告されている。

本研究では約100名の保護者へのインタビ

ューの結果、同様に著しい遅れのみられる歩

行開始が始語に先行するという時間的な相関

関係を確立した。これは、脳に発達する言語

知識と身体条件が整って可能になり言語使用

は別レベルの能力であることの証拠の一例で

ある。また、インタビューの過程で、WS疾患

児に特徴的な聴覚過敏が言語音の聞き取りを

妨げる要因である可能性が浮上し、始語の遅

れの要因リストに加えた。

(5)【研究対象としての非定型性言語】
非定型発達児者を主な研究対象とした本研
究により、従来の定型発達児者のみを対象と
した研究の幅を広げるとともに、非定型性言
語の言語学的意味についての啓蒙を促進さ
せた。
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